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地域保健における

対物保健サービス検討ワーキンググループ 開催要綱

1.目 的

近年の地域保健を取り巻く状況の変化に対応し、地域住民の健康の保持及びi曽

進並びに地域住民が安心して暮 らせる地域保健の確保を図る検討を地域保健対

策検討会 (以下「検討会」という:)で行っているところであるが、検討会の検
討事項のうち、対物保健サービスに関する専門的な検討を行うため、検討会に、

地域保健における対物保健サービス検討ワーキンググループ (以下「対物ワーキ

ンググループ」という。)を置き、開催する。

2.検討事項
対物ワーキンググループは、検討会が行う次の検討事項のうち、対物保健サニ

ビスに係るものについて検討し、その結果を検討会に報告する。

(1)地域における健康危機管理の体制について
(2)市町村と保健所の連携について
(3)地域における医療計画との関わりについて
(4)地域保健対策にかかる人材確保・育成について

3.「対物ワーキンググループ」の構成

(1)対物ワーキンググループは、検討会の構成員及び地方公共団体並びに関係団
体の関係者から構成する (別紙 )。

(2)対物ワーキンググループに検討会の構成員の中から検討会座長が指名する対
物ワーキンググルーフ

゜
長を置く。

(3)対物ワーキンググループの構成員は、 2の検討事項に関する検討会への報告
をもって役害」を終了するものする。

4.「対物ワーキンググループ」の開催

対物ワTキ ンググループはt対物ワーキンググループ構成員の中から、検討事
項に応 じて対物ワーキンググループ長が招集する。     :

5.会議の公開等
会議は非公開とし:検討結果は検討会に報告する。

6.「対物ワーキンググループ」の庶務

対物ワーキンググループの庶務は、厚生労働省健康局総務課地域保健室におい
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て行う。

7.その他
この開催要綱に定めるほか、対物ワ■キンググループの運営に関し必要な事項

は、対物 ワーキンググループ長が定める。
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別 紙

対物ワーキンググループ構成員 (案 )

五  十  里

岸 本

田 崎

三 木

豊 福

ゴヒ  ″貢

榎 戸

安 達

谷 本

青 山

カロ 藤

大 澤

泰 子

達 明

朗

肇

良 一

勝 敏

幸 男

義 広

了

隆

元 毅

(敬称略 )

愛知県健康福祉部健康担当局長

島根県松江保健所長

東京都福祉保健局健康安全部
食品監視課食品危機管理担当課長

さいたま市保健福祉局保健部
食品安全推進課食品安全推進課長

国立保健 医療科学院
研修企画部第二室長

新潟県福祉保健部生活衛生課長

神奈川県保健福祉局生活衛生部
環境衛生課

全国生活衛生営業指導センター

指導調査部

(財)滋賀県生活衛生営業指導セ ン
ター専務理事

全国クリーニング生活衛生同業組合
連合会会長

全国飲食業生活衛生同業組合連合会
会長

国立保健医療科学院建築衛生部長
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